
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

一
七

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
　
第
二
十
四
号
　
　
彙
　
　
報

　

身
延
山
大
学
の
教
員
組
織
及
び
専
任
教
員
の
教
育
研
究
活
動
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
令
和
五
年
度
教
員
組
織

　

※
「
令
和
五
年
度
専
任
教
員
に
関
す
る
事
項
」（
二
〇
二
三
年
五
月
一
日
現
在
）
に
基
づ
く
。

㈠
学　
　

長　
　

望
月
海
慧　

教
授

㈡
副 

学 

長　
　

伊
東
久
実　

教
授

㈢
学 

部 

長　
　

池
上
要
靖　

教
授

㈣
専
任
教
員
（
二
十
一
人
）　
＊
博
士
号
取
得
者

⑴
日
蓮
学
専
攻
（
五
人
）

①
望
月
海
慧＊　

教
授　
　
　
　
　
　

②
庵
谷
行
亨＊　

特
任
教
授　
　
　
　

③
木
村
中
一　

教
授　
　
　
　
　
　

④
金　

炳
坤＊　

教
授

⑤
桑
名
法
晃　

講
師

⑵
文
学・

芸
術
専
攻
（
六
人
）

①
望
月
真
澄＊　

教
授　
　
　
　
　
　

②
柳
本
伊
左
雄　

特
任
教
授　
　
　

③
望
月
厚
志　

特
任
教
授　
　
　
　

④
岡
田
文
弘＊　

講
師

⑤
ジ
ル・

エ
マ・

ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン　

特
任
講
師　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
冨
山
美
由
紀　

特
任
講
師



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

一
八

⑶
福
祉
学
専
攻
（
十
人
）

①
池
上
要
靖　

教
授　
　
　
　
　
　

②
伊
東
久
実　

教
授　
　
　
　
　
　

③
田
沼　

朗　

特
任
教
授　
　
　
　

④
田
淵
和
子　

特
任
教
授

⑤
佐
々
木
さ
ち
子　

特
任
准
教
授　

⑥
村
瀬
正
光＊　

特
任
准
教
授　
　
　

⑦
望
月
香
代　

特
任
講
師　
　
　
　

⑧
中
野
宏
子　

特
任
講
師

⑨
手
塚
知
子　

特
任
講
師　
　
　
　

⑩
建
守
善
之　

特
任
講
師

㈤
名
誉
教
授
（
五
人
）

岩
田
諦
靜　
　
　
　

宮
川
了
篤　
　
　
　

長
澤
市
郎　
　
　
　

山
田
英
美　
　
　
　

浜
島
典
彦

㈥
客
員
教
授
（
九
人
）

加
賀
美
尤
祥　
　
　

武
見
敬
三　
　
　
　

小
谷
み
ど
り　
　
　

渡
邊
寶
陽　
　
　
　

岡
田
行
弘　
　
　
　

藤
井
教
公　
　
　
　

上
田
尚
教

中
尾　

堯　
　
　
　

都
守
基
一

㈦
教
員
消
息

㊀
昇
格
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）

佐
々
木
さ
ち
子　

特
任
准
教
授
（
特
任
講
師
か
ら
特
任
准
教
授
へ
）

㊁
変
更
（
令
和
五
年
四
月
一
日
）

望
月
厚
志　

特
任
教
授
（
客
員
教
授
か
ら
特
任
教
授
へ
）

㊂
訃
報
（
二
〇
二
二
年
十
月
か
ら
二
〇
二
三
年
九
月
ま
で
）

岡
田
真
水　

客
員
教
授
（
二
〇
二
三
年
七
月
九
日
）



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

一
九

二
、
令
和
四
年
度
教
育
研
究
活
動

　

※
「
令
和
五
年
度
身
延
山
大
学
教
員
業
績
書
」（
二
〇
二
三
年
四
月
二
十
六
日
現
在
）
に
基
づ
く
。

⑴
日
蓮
学
専
攻
（
五
人
）

①
望
月
海
慧　

教
授

《
競
争
的
資
金
等
の
研
究
課
題
》

（
研
究
分
担
者
）「
グ
プ
タ
朝
以
降
の
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
僧
院
と
世
俗
性
」、
久
間
泰
賢
、
三
重
大
学
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）、
二
〇
二
二
年
四
月
一

日
～
二
〇
二
六
年
三
月
三
十
一
日

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「O

n the G
anapatisādhanas of D

īpam
karaśrījñāna

」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
七
十
一
巻
第
三
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三
年

三
月

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）“O

n the sādhana w
orks of D

īpam
karaśrījñāna”, 16th Sem

inar of the International A
ssociation for T

ibetan Studies, Charles U
ni-

versity, Prague, 2022.7.5.

（
単
独
）“T

he Esoteric Rituals on the D
eath and Rebirth A

ttributed to D
īpam

karaśrījñāna”, 19th Congress of the International A
ssocia-

tion of Buddhist Studies, Seoul N
ational U

niversity, 2022.8.18.

（
単
独
）「D

īpam
karaśrījñāna

が
説
くGanapati

成
就
法
」、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
三
回
学
術
大
会
、
東
京
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、

二
〇
二
二
年
九
月
三
日

（
単
独
）「「
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
」
考
」、
第
七
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
四
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
他
空
説
の
源
流
に
つ
い
て
」、
法
華
コ
モ
ン
ズ
仏
教
学
林　

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
後
期　

シ
リ
ー
ズ
講
座
「
法
華
仏
教
講
座
」

第
二
回
、
新
宿
常
圓
寺
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
六
日



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

二
〇

②
庵
谷
行
亨　

特
任
教
授

《
書
籍
等
出
版
物
》

（
単
著
）『『
観
心
本
尊
抄
』
の
世
界　

上
巻
』、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
四
月

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
一
大
事
の
教
え
」
―
身
延
期
を
中
心
と
し
て
―
（
一
）」、『
大
崎
学
報
』
第
一
七
九
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三
年

三
月

（
単
著
）「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
一
大
事
の
教
え
」
―
身
延
期
を
中
心
と
し
て
―
（
二
）」、『
身
延
論
叢
』
第
二
十
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三

年
三
月

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
趣
旨
説
明
」、『
日
蓮
宗
勧
学
院
報
』
第
二
十
五
号
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
」、『
日
蓮
宗
勧
学
院
報
』
第
二
十
五
号
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「「
宗
旨
の
顕
揚
」
と
「
教
学
の
振
興
」」、『
日
蓮
宗
宗
報
』
第
四
一
八
号
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「
序
」、
瀬
野
妙
佳
著
『
お
題
目
の
ち
か
ら
』、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「
一
念
三
千
の
観
心
世
界
」〈
増
補
改
訂
版
解
説
〉、
桐
谷
征
一
著
『
増
補
改
訂
版　

宮
沢
賢
治
と
文
字
マ
ン
ダ
ラ
の
世
界　

心
象
ス
ケ
ッ
チ
を
絵
解
き
す

る　

用
語・

法
句
索
引
付
』、
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
、
二
〇
二
三
年
二
月

（
単
著
）「
想
い
は
遥
か
に
―
小
松
邦
彰
先
生
追
悼
―
」、『
大
崎
学
報
』
第
一
七
九
号
、
立
正
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

（
単
著
）「〈
連
載
〉「『
観
心
本
尊
抄
』
の
世
界
」、『
日
蓮
宗
新
聞
』
毎
月
一
日
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
四
月
～
二
〇
二
三
年
三
月

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
一
大
事
の
教
え
」」、
第
七
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
四
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
祈
祷
の
意
義
」、
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
四
月
十
一
日

（
単
独
）「
身
延
に
詣
で
た
佐
渡
の
信
者
」、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館・

身
延
山
宝
物
館　

合
同
企
画
展　

日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯
～
佐
渡
か
ら
身
延
へ
～
、
身
延



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

二
一

山
久
遠
寺
、
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
四
日

（
単
独
）「
佐
渡
で
開
示
さ
れ
た
一
大
事
の
教
え
―
『
開
目
抄
』
と
『
観
心
本
尊
抄
』
―
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座　

日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
七

五
〇
年
報
恩
「
日
蓮
聖
人
と
佐
渡
」、
甲
府
市
遠
光
寺
、
二
〇
二
二
年
七
月
六
日

（
単
独
）「
三
秘
の
意
義
」、
日
蓮
宗
中
央
教
学
研
修
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
七
月
二
十
四
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
観
心
法
門
（
四
）」、
日
蓮
宗
大
阪
市
布
教
師
会
研
修
会
、
大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
、
二
〇
二
二
年
九
月
五
日

（
単
独
）「
出
家
と
在
家
」、
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
九
月
十
二
日

（
単
独
）「
日
蓮
教
学
の
基
礎
」、
日
蓮
宗
布
教
研
修
所
、
千
葉
県
本
土
寺
、
二
〇
二
二
年
六
月
十
五
日
、
六
月
二
十
九
日
、
七
月
二
十
日
、
八
月
二
十
四
日
、
八

月
三
十
一
日
、
十
一
月
二
十
五
日

③
木
村
中
一　

教
授

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「『
境
妙
庵
御
書
目
録
』
研
究
―
新
出
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
七
十
一
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
二

年
十
二
月

（
単
著
）「
北
条
義
時
と
日
蓮
―
承
久
の
乱
を
中
心
に
―
」、『
宗
教
研
究
』
第
九
十
六
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
日
蓮
と
そ
の
周
辺　

第
一
回　

鎌
倉
幕
府
と
日
蓮
聖
人
（
一
）」、『
法
華
』
第
一
〇
八
巻
第
四
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
四
月

（
単
著
）「
日
蓮
と
そ
の
周
辺　

第
二
回　

鎌
倉
幕
府
と
日
蓮
聖
人
（
二
）」、『
法
華
』
第
一
〇
八
巻
第
五・

六
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
六
月

（
単
著
）「
日
蓮
と
そ
の
周
辺　

第
三
回　

北
条
時
頼
と
日
蓮
聖
人
」、『
法
華
』
第
一
〇
八
巻
第
七
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
七
月

（
単
著
）「
五
大
部
の
概
説
」、『
正
法
』
第
一
七
〇
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
七
月

（
単
著
）「
日
蓮
と
そ
の
周
辺　

第
四
回　

鎌
倉
殿
の
十
三
人
と
日
蓮
聖
人
の
周
辺
～
比
企
氏
～
」、『
法
華
』
第
一
〇
八
巻
第
八
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
八
月

（
単
著
）「
日
蓮
と
そ
の
周
辺　

第
五
回　

尼
将
軍・

北
条
政
子　

そ
の
一
」、『
法
華
』
第
一
〇
八
巻
第
九・

十
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
十
月.

（
単
著
）「
日
蓮
と
そ
の
周
辺　

第
六
回　

尼
将
軍・

北
条
政
子　

そ
の
二
」、『
法
華
』
第
一
〇
八
巻
第
十
一
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
十
一
月



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

二
二

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「『
境
妙
庵
御
書
目
録
』
研
究
―
新
出
資
料
を
中
心
と
し
て
―
」、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
三
回
学
術
大
会
、
東
京
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
）、
二
〇
二
二
年
九
月
三
日

（
単
独
）「
北
条
義
時
と
日
蓮
―
承
久
の
乱
を
中
心
に
―
」、
日
本
宗
教
学
会
第
八
十
一
回
学
術
大
会
、
愛
知
学
院
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
二
〇
二
二
年
九
月

十
一
日

（
単
独
）「
日
叙
著
『
御
書
録
内
綱
目
』
の
編
纂
に
つ
い
て
」、
第
七
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
四
日

（
単
独
）「
鎌
倉
幕
府
黎
明
期
と
日
蓮
聖
人
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
例
会
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
二
三
年
一
月
二
十
五
日

《
講
演
等
》

（
対
談
）「
や
じ
ま
け
ん
じ
〈
漫
画
家
〉・

佐
渡
島
庸
平
〈
編
集
者
〉・

木
村
中
一
〈
監
修
者
〉『
あ
な
た
は
尊
い　

残
念
な
世
界
を
肯
定
す
る
８
つ
の
物
語
』
刊
行

記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」、
代
官
山
蔦
屋
書
店
、
二
〇
二
二
年
五
月
十
八
日

（
対
談
）「『
あ
な
た
は
尊
い　

残
念
な
世
界
を
肯
定
す
る
８
つ
の
物
語
』
刊
行
奉
告
式
並
座
談
会
」、
日
蓮
宗
伝
道
部・

身
延
山
久
遠
寺
大
本
堂・

端
場
坊
、
二
〇

二
二
年
六
月
二
十
八
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
と
身
延
山
～
身
延
で
の
生
活
と
檀
越
の
来
訪
を
中
心
に
～
」、
令
和
四
年
度
山
静
教
区
教
学
研
修
会
、
下
部
ホ
テ
ル
、
二
〇
二
二
年
十
一
月

八
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
に
ふ
れ
る
」、
令
和
四
年
度
東
北
教
区
教
学
研
修
会
、
日
蓮
宗
青
森
県
宗
務
所
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
二
〇
二
二
年
十
一
月
十
日

（
単
独
）「
ご
供
養
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
」、
第
三
十
八
回
京
浜
教
区
檀
信
徒
研
修
道
場
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
神
奈
中
平
塚
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
十
六
日

（
単
独
）「
牛
込
瑞
光
寺
と
水
野
家
」、
瑞
光
寺
檀
信
徒
講
会
、
東
京
都
瑞
光
寺
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
七
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
と
佐
渡
の
檀
越
」、
第
三
十
四
回
勧
学
院
研
修
会
議　

日
蓮
聖
人
の
佐
渡
配
流
と
法
華
経
信
仰
「
佐
渡
に
お
け
る
法
門
教
示
と
教
化
活
動
」、

日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
三
年
一
月
二
十
三
日

④
金　

炳
坤　

教
授

《
学
術
論
文
》



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

二
三

（
単
著
）「〈
資
料
〉『
法
華
論
』
諸
本
校
合
（
三
ノ
二
）」、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「〈
資
料
〉『
法
華
論
』
諸
本
校
合
（
三
ノ
四
）」、『
日
蓮
学
』
第
六
号
、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
韓
国
仏
教
全
書
第
十
五
冊
所
収
高
麗
撰
述
天
台
法
華
章
疏
解
題
」、『
身
延
論
叢
』
第
二
十
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二

三
年
三
月

《
そ
の
他
》

（
監
修
）
池
田
優
季
名
「『
韓
国
仏
教
全
書
』
奉
納
」、『
み
の
ぶ
』
第
百
十
四
巻
一
号
、
身
延
教
報
社
、
二
〇
二
三
年
一
月

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
法
華
経
よ
り
見
た
る
菩
薩
の
衆
生
救
済
に
つ
い
て
」、
日
本
佛
教
学
会
二
〇
二
二
年
度
学
術
大
会
（
第
九
十
一
回
大
会
）、
佛
教
大
学
（
紫
野
キ
ャ
ン
パ

ス
）、
二
〇
二
二
年
十
月
二
日

（
単
独
）「
流
支
訳
よ
り
見
た
る
法
華
論
の
変
遷
に
つ
い
て
」、
第
七
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
四
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
法
華
経
の
成
立
に
関
す
る
一
視
座
―
衆
生
救
済
を
託
さ
れ
た
者
は
誰
か
―
」、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
開
講
科
目
「
仏
教
学
特
殊
研
究
（
冬
学

期
）」、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
、
二
〇
二
二
年
十
月
十
二
日

⑤
桑
名
法
晃　

講
師　

※
学
部
書
記

《
書
籍
等
出
版
物
》

（
共
編
著
書
）
岡
雅
彦
ほ
か
編
『
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
元
政
上
人
資
料
集
―
近
世
京
洛
寺
院
の
学
問
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
』、
勉
誠
社
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「
三
大
誓
願
と
主
師
親
三
徳
」、『
宗
教
研
究
』
第
九
十
六
巻
別
冊
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

（
単
著
）「「
佐
渡
始
顕
本
尊
」
考
」、『
身
延
論
叢
』
第
二
十
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
法
華
経
の
世
界
88　

日
蓮
聖
人
の
ご
本
尊
⑥
」、『
正
法
』
第
一
七
〇
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
七
月



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

二
四

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
本
妙
日
臨
の
「
本
化
律
」」、
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
第
四
十
回
定
例
研
究
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
二
年
五
月
七
日

（
単
独
）「
三
大
誓
願
と
主
師
親
三
徳
」、
日
本
宗
教
学
会
第
八
十
一
回
学
術
大
会
、
愛
知
学
院
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
二
〇
二
二
年
九
月
十
一
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
大
曼
荼
羅
図
顕
の
意
義
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座　

日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
七
五
〇
年
報
恩
「
日
蓮
聖
人
と
佐
渡
」、
甲
府
市
遠
光

寺
、
二
〇
二
二
年
七
月
九
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
図
顕
「
大
曼
荼
羅
」
の
世
界
」、
令
和
四
年
度
尾
張
宗
務
所
主
催
「
教
師
研
修
会
」、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
二
年
十
月
七
日

（
単
独
）「
霊
山
浄
土
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
信
仰
世
界
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座　

日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
七
五
〇
年
報
恩・

身
延
山
開
闢
七
五

〇
年
慶
讃
「
日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯　

佐
渡
～
身
延
」、
身
延
町
文
化
会
館
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
六
日

（
単
独
）「「
佐
渡
始
顕
本
尊
」
に
つ
い
て
」、
第
三
十
四
回
勧
学
院
研
修
会
議　

日
蓮
聖
人
の
佐
渡
配
流
と
法
華
経
信
仰
「
佐
渡
に
お
け
る
法
門
教
示
と
教
化
活

動
」、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
三
年
一
月
二
十
三
日

⑵
文
学・

芸
術
専
攻
（
六
人
）

①
望
月
真
澄　

教
授

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
法
華
遺
産
第
15
回　

御
井
戸
庵
」、『
正
法
』
第
一
七
〇
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
七
月

（
単
著
）「
法
華
遺
産
第
16
回　

御
首
題
帳
」、『
正
法
』
第
一
七
一
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
九
月

（
単
著
）「
本
因
坊
算
砂
と
本
因
坊
家
」、『
正
法
』
第
一
七
一
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
九
月

（
監
修
）「
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
非
公
式
事
典
」、『
日
蓮
宗
新
聞
』
二
〇
二
三
年
一
月
一
日
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
三
年
一
月

（
単
著
）「
法
華
遺
産
第
17
回　

妙
宣
寺
五
重
塔
」、『
正
法
』
第
一
七
二
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
三
年
一
月

（
単
著
）「
法
華
遺
産
第
18
回　

逢
島
の
遺
跡
」、『
正
法
』
第
一
七
三
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
三
年
三
月

（
単
著
）「
身
延
御
入
山
と
伝
統
」、『
正
法
』
第
一
七
三
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
三
年
三
月



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

二
五

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
セ
ッ
シ
ョ
ン
８　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
」、
日
本
佛
教
学
会
二
〇
二
二
年
度
学
術
大
会
（
第
九
十
一
回
大
会
）、
佛
教
大
学
（
紫
野
キ
ャ
ン
パ
ス
）、
二
〇

二
二
年
十
月
二
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
甲
斐
国
巡
教
に
つ
い
て
」、
第
七
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
四
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
御
首
題
帳
の
歴
史
と
そ
の
意
義
」、
日
蓮
宗
青
年
会
主
催
行
学
道
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
二
年
四
月
十
五
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
佐
渡
流
罪
と
霊
場
の
成
立
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座　

日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
七
五
〇
年
報
恩
「
日
蓮
聖
人
と
佐
渡
」、

甲
府
市
遠
光
寺
、
二
〇
二
二
年
六
月
八
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
歩
か
れ
た
道　

佐
渡
～
身
延
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座　

日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
七
五
〇
年
報
恩・

身
延
山
開
闢
七
五

〇
年
慶
讃
「
日
蓮
聖
人
の
ご
生
涯　

佐
渡
～
身
延
」、
身
延
町
文
化
会
館
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
三
日

（
単
独
）「
佐
渡
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
足
跡
と
日
蓮
伝
承
」、
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
九
月
十
二
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
と
佐
渡　

～
聖
人
の
足
跡
を
辿
っ
て
～
」、
尼
衆
宗
学
林
講
義
、
京
都
市
日
蓮
宗
尼
衆
宗
学
林
、
二
〇
二
二
年
十
月
三
日

（
単
独
）「
九
州
の
日
蓮
宗
寺
院
に
つ
い
て
」、
日
持
上
人
顕
彰
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
一
日

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
の
佐
渡
流
罪
か
ら
身
延
入
山
ま
で
の
足
跡
」、
勧
学
院
講
座
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
三
年
二
月
十
三
日

②
柳
本
伊
左
雄　

特
任
教
授

《
そ
の
他
》

（
共
同
）「
十
大
弟
子
（
二
体
）
修
復
」、
千
葉
県
茂
原
市
常
在
山
藻
原
寺
、
二
〇
二
二
年
六
月

（
共
同
）「
隨
神
修
復
」、
山
梨
県
中
央
市
八
幡
穂
見
神
社
、
二
〇
二
二
年
八
月

（
共
同
）「
新
し
い
仏
教
美
術
の
か
た
ち　

佛
／
美　

展
」、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
仏
像
制
作
修
復
室　

彫
玄　

展
覧
会
、
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゴ
ト
ウ
、

二
〇
二
二
年
十
月
二
十
七
日
～
十
一
月
二
日

（
共
同
）「
一
塔
両
尊
修
復
」、
山
梨
県
身
延
町
十
如
坊
、
二
〇
二
二
年
十
二
月



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

二
六

（
単
独
）「
日
蓮
聖
人
身
延
山
入
山
像
（
３
Ｄ
原
型
）
制
作
」、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
仏
像
制
作
修
復
室
、
二
〇
二
二
年
十
二
月

（
共
同
）「
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、Luang Prabang Royal Palace M

useum
, Laos, 

二
〇
二
三

年
二
月
十
七
日
～
三
月
十
日

③
望
月
厚
志　

特
任
教
授

《
学
術
論
文
》

（
共
著
）「
第
３
分
科
会　

地
域
づ
く
り　
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
」
～
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
～
」、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育

研
究
大
会
山
梨
大
会
実
行
委
員
会
編
『
第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会　

令
和
四
年
度
山
梨
県
社
会
教
育
研
究
大
会　

報
告
書
』、

第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
学
会
発
表
》

（
共
同
）「
第
３
分
科
会　

地
域
づ
く
り　
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
」
～
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
～　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」、
第
五
十
三
回
関

東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会・
令
和
四
年
度
山
梨
県
社
会
教
育
研
究
大
会
、
山
梨
県
立
図
書
館
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
十
一
日

④
岡
田
文
弘　

講
師

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）「
日
蓮
と
金
剛
智
三
蔵
―
公
主
蘇
生
譚
を
め
ぐ
っ
て
―
」、『
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「
唱
題
功
徳
譚
―
『
法
華
伝
記
』
と
日
蓮
を
中
心
に
―
」、『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
七
十
一
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
二
年
十
二

月
（
単
著
）「
本
門
戒
研
究
序
説
―
伝・

日
蓮
『
本
門
戒
体
抄
』
を
題
材
と
し
て
―
」、『
身
延
論
叢
』
第
二
十
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「〈
連
載
〉「
狐
火
炉
話
」、『
最
上
教
報
』
第
八
五
二
号
～
第
八
六
三
号
、
最
上
教
報
社
、
二
〇
二
二
年
四
月
～
二
〇
二
三
年
三
月

（
単
著
）「〈
連
載
〉「
法
華
経
講
座　

法
華
経
を
説
く　

法
華
経
読
解
」、『
法
華
』
第
一
一
五
四
号
～
第
一
一
六
三
号
、
法
華
会
、
二
〇
二
二
年
四
月
～
二
〇
二
三



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

二
七

年
三
月

（
単
著
）「〈
連
載
〉「
唱
え
る
、
聞
こ
え
る
、
久
遠
の
声
」、『
求
道
』
第
七
三
三
号
～
第
七
三
五
号
、
求
道
同
願
会
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
～
二
〇
二
三
年
三
月

（
単
著
）「〈
講
演
〉
普
賢
菩
薩
の
勧
発
の
あ
と
で
―
持
続
す
る
『
法
華
経
』
―
」、『
身
延
論
叢
』
第
二
十
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
唱
題
功
徳
譚
―
『
法
華
伝
記
』
と
日
蓮
を
中
心
に
―
」、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
三
回
学
術
大
会
、
東
京
外
国
語
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、

二
〇
二
二
年
九
月
三
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
大
学
で
《
仏
教
を
学
ぶ
》
こ
と
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
学
園
講
座
、
身
延
山
大
学
、
二
〇
二
二
年
四
月
七
日

（
単
独
）「
月
例
会
」、
法
華
会
、
学
士
会
館
、
二
〇
二
二
年
六
月
十
一
日
、
十
月
八
日

（
単
独
）「
仏
教
説
話
の
世
界
２
」、
令
和
四
年
度
身
延
山
大
学
地
域
連
携
講
座
特
別
講
演
会
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
二
二
年
七
月
三
十
日

（
単
独
）「
こ
れ
か
ら
の
『
法
華
経
』
布
教
を
考
え
る
～
上
行
自
覚
の
問
題
を
緒
と
し
て
～
」、
第
三
十
六
回
中
四
国
教
区
教
学
研
修
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
（
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）、
二
〇
二
二
年
九
月
八
日

（
単
独
）「
上
行
菩
薩
と
日
蓮
聖
人
」、
令
和
四
年
度
千
葉
教
区
布
教
講
習
会
、
大
本
山
清
澄
寺
研
修
会
館
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
八
日

（
単
独
）「「
虚
構
」
そ
し
て
「
想
像
的
」
な
る
も
の
―
文
学
と
し
て
の
大
乗
―
（Both “Im

aginary” and “Im
aginative”: M

ahāyāna Buddhism
 as Liter-

ature

）」、Expanding the Range of Japanese Buddhist/Religious Studies, H
arvard U

niversity, 2023.3.19.

（
単
独
）「
法
華
経
の
心
～
多
様
性
尊
重
の
お
し
え
～
」、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
を
深
め
る
研
修
会
、
東
京
都
瑞
光
寺
、
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
三
日

《
そ
の
他
》

（
共
同
）「
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、Luang Prabang Royal Palace M

useum
, Laos, 

二
〇
二
三

年
二
月
十
七
日
～
三
月
十
日

⑤
ジ
ル・

エ
マ・

ス
ト
ロ
ー
ス
マ
ン　

特
任
講
師

《
そ
の
他
》



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

二
八

（
共
同
）「
ラ
オ
ス
世
界
遺
産
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
、Luang Prabang Royal Palace M

useum
, Laos, 

二
〇
二
三

年
二
月
十
七
日
～
三
月
十
日

⑥
冨
山
美
由
紀　

特
任
講
師

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・

コ
ア・

ミ
ユ
キ　

ピ
ア
ノ
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
ビ
ー
ト
ル
ズ
！
ビ
ー
ト
ル
ズ
！
」」、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・

コ
ア・

ミ
ユ
キ
、
二
〇
二

二
年
五
月
二
十
九
日

（
単
独
）「
音
楽
は
一
生
の
と
も
だ
ち
」、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
令
和
四
年
度　

未
来
の
学
び　

小
学
生
の
た
め
の
生
涯
学
習
講
座
、
山
梨
大
学
甲
府

西
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
二
二
年
八
月
二
十
七
日

（
単
独
）「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・

コ
ア・
ミ
ユ
キ　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」、
甲
府
常
磐
ホ
テ
ル
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
四
日

⑶
福
祉
学
専
攻
（
十
人
）

①
池
上
要
靖　

教
授

《
受
賞
》

　

パ
ー
リ
学
仏
教
文
化
学
会
賞
学
術
賞
、
二
〇
二
二
年
十
月
八
日

《
競
争
的
資
金
等
の
研
究
課
題
》

（
研
究
代
表
者
）「
近
世・

近
代
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
中
央
部
の
仏
教
交
流
史
構
築
―
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
仏
像
群
か
ら
の
視
点
―
」、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、

二
〇
二
一
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
四
年
三
月
三
十
一
日

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
獐
鹿
の
ご
と
く
な
ら
ず
」、『
日
蓮
宗
新
聞
』
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
日
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
五
月

（
単
著
）「
何
故　

お
会
式
か
」、『
日
蓮
宗
新
聞
』
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
日
号
、
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「
追
悼　

上
田
本
昌
名
誉
教
授
」、『
身
延
論
叢
』
第
二
十
八
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
○
二
三
年
三
月



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

二
九

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
ル
ア
ン
パ
バ
ン
地
区
寺
院
仏
像
群
の
形
態
的
分
類
試
論
」、
第
七
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
四
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
法
華
経
講
義　

第
１
回
」、
日
蓮
宗
一
部
経
読
誦
研
究
会
、
池
上
本
門
寺
、
二
〇
二
二
年
五
月
十
九
日

（
単
独
）「
法
華
経
講
義　

第
２
回
」、
日
蓮
宗
一
部
経
読
誦
研
究
会
、
池
上
本
門
寺
朗
報
会
館
、
二
〇
二
二
年
十
月
六
日

（
単
独
）「
法
華
経
講
義　

第
３
回
」、
日
蓮
宗
一
部
経
読
誦
研
究
会
、
池
上
本
門
寺
朗
報
会
館
、
二
〇
二
三
年
三
月
二
日

②
伊
東
久
実　

教
授

《
競
争
的
資
金
等
の
研
究
課
題
》

（
研
究
代
表
者
）「
公
立
図
書
館
に
お
け
る
日
本
語
支
援
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
三

月
三
十
一
日

《
書
籍
等
出
版
物
》

（
単
著
）『
絵
本
を
よ
ん
で・

あ
そ
ん
で
日
本
語
を
学
ぼ
う
！
―
公
立
図
書
館
に
お
け
る
日
本
語
支
援
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
―
』、
オ
ズ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
、

二
〇
二
三
年
三
月

《
学
術
論
文
》

（
共
著
）「
第
２
分
科
会　

つ
な
が
り
づ
く
り　
「
つ
な
が
り
を
基
盤
と
し
た
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
」
～
持
続
可
能
な
「
つ
な
が
り
」
づ
く
り
～
」、
第
五
十
三
回

関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会
実
行
委
員
会
編
『
第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会　

令
和
四
年
度
山
梨
県
社
会
教

育
研
究
大
会　

報
告
書
』、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会
実
行
委
員
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
日
本
語
習
得
の
た
め
の
発
話
を
重
視
し
た
読
み
聞
か
せ
会
の
実
践
―
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
中
心
に
―
」、
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育
／
ケ
ア
学
会　

第

五
回
研
究
大
会
、
帝
京
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
二
〇
二
二
年
六
月
二
十
六
日

（
共
同
）「
第
２
分
科
会　

つ
な
が
り
づ
く
り　
「
つ
な
が
り
を
基
盤
と
し
た
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
」
～
持
続
可
能
な
「
つ
な
が
り
」
づ
く
り
～　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

三
〇

タ
ー
」、
第
五
十
三
回
関
東
甲
信
越
静
社
会
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会・

令
和
四
年
度
山
梨
県
社
会
教
育
研
究
大
会
、
古
名
屋
ホ
テ
ル
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
十

一
日

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
保
育
研
究
の
意
義
お
よ
び
方
法
」、
峡
南
保
育
士
会
研
究
部
会
研
修
、
富
士
川
町
民
会
館
、
二
〇
二
二
年
八
月
二
十
六
日

③
田
沼　

朗　

特
任
教
授

《
書
籍
等
出
版
物
》

（
共
編
著
書
）「
変
わ
り
始
め
た
？
ブ
ラ
ッ
ク
校
則
見
直
し
」、
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
『
子
ど
も
白
書　

二
〇
二
二　

特
集
オ
ン
ラ
イ
ン
で
変
わ
る
子
ど
も
世

界
』、
か
も
が
わ
出
版
、
二
〇
二
二
年
七
月

（
共
編
）
山
梨
の
子
ど
も
白
書
編
集
委
員
会
編
『
山
梨
の
子
ど
も
白
書
―
子
ど
も
た
ち
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
―
』、
山
梨
の
子
ど
も
白
書
編
集
委

員
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
そ
の
他
》

（
単
著
）「
生
徒
の
権
利
と
校
則
１
」、『
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
』
第
三
四
三
四
号
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
二
〇
二
二
年
十
月

（
単
著
）「
生
徒
の
権
利
と
校
則
２
」、『
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
』
第
三
四
三
八
号
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
二
〇
二
二
年
十
一
月

（
単
著
）「
生
徒
の
権
利
と
校
則
３
」、『
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
』
第
三
四
四
二
号
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
二
〇
二
二
年
十
二
月

（
単
著
）「
生
徒
の
権
利
と
校
則
４
」、『
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
』
第
三
四
四
五
号
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
二
〇
二
三
年
一
月

（
単
著
）「
生
徒
の
権
利
と
校
則
５
」、『
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
』
第
三
四
四
九
号
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
二
〇
二
三
年
二
月

（
単
著
）「
生
徒
の
権
利
と
校
則
６
」、『
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
』
第
三
四
五
三
号
、
新
日
本
婦
人
の
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

（
単
著
）「
教
育
科
学
研
究
会
二
〇
二
二
年
全
国
大
会
（
東
京
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）『
学
校
づ
く
り
』
分
科
会
の
ま
と
め
」、『
学
校
部
会
だ
よ
り
』
第
十
四
号
、

教
育
科
学
研
究
会
学
校
部
会
、
二
〇
二
三
年
三
月

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）「
コ
ロ
ナ
禍
の
子
ど
も
と
学
校
」、
教
育
科
学
研
究
会
二
〇
二
二
年
全
国
大
会
学
校
づ
く
り
分
科
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン・

東
京
大
会
）、
二
〇
二
二
年
八
月



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

三
一

九
日

⑤
佐
々
木
さ
ち
子　

特
任
准
教
授

《
書
籍
等
出
版
物
》

（
共
編
著
書
）「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
」、
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
ジ
ャ
パ
ン
編
『
介
護
福
祉
士　

合
格
指
導
講
座　

試
験
対
策
問
題
』、
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
二
二
年
七
月

（
共
編
著
書
）「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
」、
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
ジ
ャ
パ
ン
編
『
介
護
福
祉
士　

合
格
指
導
講
座　

過
去
問
題　

第
三
十
一
～
三
十
四
回
』、

キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
ジ
ャ
パ
ン
、
二
〇
二
二
年
七
月

⑦
望
月
香
代　

特
任
講
師

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
手
話
通
訳
者
統
一
試
験
に
む
け
て
の
実
技
演
習
」、
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
、
札
幌
市
視
聴
覚
障
が
い
者
情
報
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
十
月
二
十
九

日
～
三
十
日

（
単
独
）「
場
面
通
訳・

事
例
検
討
実
技
場
面
」、
手
話
通
訳
者
養
成
講
師
講
習
会
、
長
崎
市
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
十
七
日

（
単
独
）「
場
面
通
訳・

事
例
検
討
実
技
場
面
」、
手
話
通
訳
者
養
成
講
師
講
習
会
、
鹿
児
島
市
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
三
年
一
月
十
四
日

⑨
手
塚
知
子　

特
任
講
師

《
講
演
等
》

（
共
同
）「
新・

社
会
福
祉
士
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
要
点
と
こ
れ
か
ら
の
実
習
の
あ
り
方
」、
日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
教
育
学
校
連
盟
山
梨
県
支
部
（
山
梨
県

立
大
学
、
健
康
科
学
大
学
、
身
延
山
大
学
合
同
）　

新・

社
会
福
祉
士
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム　

説
明
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
八
日

⑩
建
守
善
之　

特
任
講
師



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
彙
　
報

三
二

《
講
演
等
》

（
単
独
）「
介
護
過
程
の
基
礎
的
理
解
」、
東
京
都
実
務
者
研
修
講
習
会
、
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
、
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
九
日

（
単
独
）「
介
護
過
程
の
展
開
の
実
際
」、
東
京
都
実
務
者
研
修
講
習
会
、
練
馬
区
立
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
、
二
〇
二
二
年
十
月
六
日

（
単
独
）「
排
泄
に
関
連
し
た
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
と
自
立
に
向
け
た
介
護
」、
神
奈
川
県
介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座
、
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
フ
ク

シ
マ
ビ
ル
、
二
〇
二
三
年
三
月
二
日

三
、
令
和
四
年
度
卒
業
論
文
及
び
指
導
教
員
（
二
〇
二
二
年
十
二
月
十
四
日
受
理
）

⑴
日
蓮
学
専
攻
（
十
四
人
）

金
森
一
樹 

日
持
上
人
の
生
涯
と
そ
の
足
跡 

望
月
真
澄

佐
々
木
義
祐 

元
政
の
生
涯
と
交
友
関
係 

桑
名
法
晃

谷
口
玄
雄 

ジ
ャ
ー
タ
カ
説
話
の
研
究 

池
上
要
靖

永
野
元
晶 

日
朝
信
仰
に
つ
い
て 

望
月
真
澄

林　

龍
子 

現
代
の
自
殺
観
と
仏
教 

池
上
要
靖

三
橋
正
輝 

草
山
元
政
教
学
の
研
究 

桑
名
法
晃

宮
澤
昌
揮 

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
師
自
覚
の
研
究 

桑
名
法
晃

望
月
孝
政 

麓
坊
所
蔵
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
に
つ
い
て 

金　

炳
坤

山
崎
随
立 

仏
教
経
典
に
表
わ
れ
る
提
婆
達
多
に
つ
い
て 

池
上
要
靖

山
本
將
太
郎 

大
黒
天
信
仰
の
変
遷 

岡
田
文
弘

砂
子
田
裕
信 

宮
沢
賢
治
の
法
華
経
信
仰 

望
月
真
澄

堀
田
泰
葉 

日
蓮
聖
人
と
受
持
の
在
り
方 

桑
名
法
晃

奈
良
田
励
生 

日
蓮
聖
人
の
摂
折
観 

桑
名
法
晃



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

三
三

塚
本
雅
公 

富
士・

富
士
宮
地
域
に
お
け
る
日
蓮
系
宗
教
団
体
の
特
徴 

岡
田
文
弘

⑵
仏
教
芸
術
専
攻
（
四
人
）

石
井　

柾 

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
か
ら
み
る
宮
沢
賢
治
の
宗
教
観  

岡
田
文
弘

小
嶋
健
介 

甲
斐
武
田
氏
の
信
仰
に
つ
い
て 

望
月
真
澄

丸
茂
泰
知 
宮
沢
賢
治
の
仏
教
観 

望
月
真
澄

池
上
真
紀
子 
生
活
に
寄
り
添
う
日
蓮
宗
―
仏
教
絵
本
の
制
作
― 

伊
東
久
実

⑶
福
祉
学
専
攻
（
四
人
）

宮
澤
和
希 

富
士
宮
市
の
高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
課
題 

田
沼　

朗

古
谷
早
樹
子 

布
絵
本
の
魅
力 

伊
東
久
実

滝
嶌
優
弥 

福
祉
の
３
分
野
（
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
）
の
関
わ
り
合
い
と
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
資
源
に
つ
い
て 

建
守
善
之

黒
岩
寛
功 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て 

建
守
善
之

四
、
令
和
四
年
度
第
二
十
五
回
卒
業
式・

学
位
授
与
式
各
賞
表
彰
（
二
〇
二
三
年
三
月
十
五
日
受
賞
）

㈠
法 

主 

賞
（
第
二
十
二
号
）　　
　
　

佐
々
木
義
祐

㈡
総 

裁 

賞
（
第
二
十
三
号
）　　
　
　

奈
良
田
励
生

㈢
理
事
長
賞
（
第 

十 

五 

号
）　　
　
　

宮
澤
昌
揮

㈣
学 

長 

賞
（
第
二
十
二
号
）　　
　
　

池
上
真
紀
子

 

学
部
紀
要
編
集
委
員
会　

金　

炳
坤
（
委
員
長
）

 

遠
藤
千
恵
（
事
務
局
）




